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ここがききたい!　一般質問
　
　

29
年
9
月
に
開
催
さ
れ

た
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
早
期
着
工
を
目

指
す
市
民
大
会
で
は
、
駅
西

側
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
に
つ
い
て

も
、
最
大
限
の
取
り
組
み
を

推
進
す
る
と
の
大
会
決
議
が

採
択
さ
れ
、
市
民
の
期
待
が

高
ま
っ
て
い
る
。
駅
西
側
へ

の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
は
、
に
ぎ
わ

い
創
出
や
観
光
地
と
し
て
の

魅
力
向
上
な
ど
の
効
果
も
見

込
ま
れ
る
。

　
こ
う
し
た
市
民
の
声
を
踏

ま
え
た
駅
西
側
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整

備
に
つ
い
て
、
そ
の
検
討
状

況
と
、
30
年
度
以
降
の
取
り

組
み
内
容
を
聞
く
。

Ｊ
Ｒ
駅
西
側
の

Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
計
画
は

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢（
大
谷
地
域
の

振
興
な
ど
）②
本
庁
舎
に
お
け
る
ト

イ
レ
の
洋
式
化
③
奈
坪
川
の
整
備

④
上
下
水
道
事
業
に
お
け
る
ア
セ
ッ

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
⑤
中

学
校
の
制
服
⑥
時
代
の
変
化
に
対
応

し
た
人
材
の
育
成

問

の
確
保
な
ど
の
課
題
把
握
を

行
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
大
通
り
の
勾
配

箇
所
に
お
い
て
安
全
に
乗
降

で
き
る
停
留
場
の
整
備
手
法

や
交
通
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

繰
り
返
し
行
う
こ
と
に
よ
る

詳
細
な
道
路
空
間
の
検
証
な

ど
、
継
続
的
な
検
討
を
要
す

る
課
題
を
確
認
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
30
年
度
に
お

い
て
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ

い
て
、
関
係
機
関
と
の
協
議

を
行
い
な
が
ら
、
多
角
的
な

視
点
か
ら
検
討
を
深
め
る
と

と
も
に
、
施
設
の
詳
細
な
調

査
を
新
た
に
実
施
す
る
な
ど
、

駅
西
側
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
の
具

体
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

　
　

29
年
度
に
は
、
桜
通
り

十
文
字
付
近
か
ら
西
方
面
へ

の
延
伸
先
を
複
数
想
定
し
、

利
用
者
数
の
推
計
を
行
う
と

と
も
に
、Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
導
入
空
間

　
　

厚
生
労
働
省
の
推
計
値

か
ら
の
計
算
で
は
、
２
０
２
５

年
に
は
介
護
職
員
が
20
万
人

不
足
す
る
。

　

多
く
の
自
治
体
が
介
護
職

員
の
人
材
確
保
の
た
め
、
独

自
に
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
が
、
市
の
取
り
組
み
状
況

と
、
こ
れ
か
ら
の
急
激
な
介

護
人
材
不
足
に
対
応
す
る
た

め
の
介
護
人
材
確
保
策
は
。

介
護
人
材
不
足
に
対

し
積
極
的
な
対
策
を

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
審
議
会
と
懇
談
会
②
ド
ロ
ー
ン
の

活
用
③
東
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
内
の

障
が
い
者
支
援
施
設
等
製
品
販
売

所
設
置
④
教
育
行
政（
う
つ
の
み
や

学
校
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
、ネ
ッ

ト
い
じ
め
等
パ
ト
ロ
ー
ル
・
相
談
業

務
、全
国
Ｓ
Ｎ
Ｓ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
協

議
会
と
の
連
携
）

い
る
が
、
未
取
得
の
事
業
所

に
対
し
て
、
加
算
取
得
を
促

す
ほ
か
、
加
算
率
の
よ
り
高

い
区
分
に
変
更
で
き
る
よ
う
、

助
言
・
指
導
を
行
い
、一
層

の
賃
金
や
労
働
環
境
の
改
善

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　

引
き
続
き
、
介
護
職
員
の

処
遇
改
善
の
た
め
、
介
護
事

業
所
に
、
必
要
な
助
言
・
指

導
を
行
う
と
と
も
に
、
関
係

団
体
な
ど
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
介
護
職
員
が
働
き
や
す

い
職
場
環
境
を
整
え
、
離
職

防
止
や
人
材
確
保
に
努
め
て

い
く
。

　
　

介
護
事
業
所
の
指
定
申

請
時
や
実
地
指
導
の
際
な
ど

に
、
職
員
の
処
遇
に
関
す
る

取
り
組
み
の
好
事
例
を
紹
介

す
る
な
ど
、
雇
用
の
確
保
や

職
員
の
定
着
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
ま
た
、
介
護
職
員
の

賃
金
改
善
を
目
的
と
し
た
５

段
階
の
介
護
職
員
処
遇
改
善

加
算
は
、
現
在
、
市
内
の
事

業
所
の
約
90
％
が
取
得
し
て

答

問答

　
　

市
で
は
、
26
年
度
か
ら
、

養
育
放
棄
な
ど
の
状
況
に
あ

る
児
童
を
対
象
に
、
家
庭
的

な
雰
囲
気
の
居
場
所
を
提
供

し
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
の

習
得
支
援
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

　

現
在
、
市
内
の
要
保
護
児

童
約
200
ケ
ー
ス
の
う
ち
、
こ

の
事
業
の
利
用
で
養
育
環
境

の
改
善
が
見
込
ま
れ
る
児
童

が
30
名
程
度
い
る
と
聞
い
て

お
り
、
今
後
も
、
支
援
を
必

要
と
す
る
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
、
全
国
に
先
駆
け
た
こ

の
事
業
が
継
続
発
展
す
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

30
年
度
当
初
予
算
に
お
い

て
、
当
該
事
業
費
補
助
金
が

２
施
設
分
と
し
て
拡
充
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
新
た
な
運

営
団
体
の
確
保
に
向
け
た
現

在
の
取
り
組
み
状
況
と
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

児
童
の
健
全
育
成
に

向
け
た
支
援
を

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢（
市
に
と
っ
て
の

宇
都
宮
大
学
な
ど
の
存
在
意
義
と
共

生
、峰
地
区
へ
の
今
後
の
対
応
、国
際

化
に
向
け
て
）②
Ｌ
Ｒ
Ｔ（
市
民
理
解

促
進
の
取
り
組
み
、車
両
の
デ
ザ
イ
ン
）

　
　

要
支
援
児
童
健
全
育

成
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

市
内
１
か
所
の
施
設
で
、
14

名
の
児
童
に
対
し
て
支
援
を

提
供
し
て
お
り
、
様
々
な
効

果
が
見
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
関
係
機
関
と
の
連

携
強
化
に
よ
り
、
支
援
を
必

要
と
す
る
児
童
の
把
握
が
一

層
進
み
、
施
設
利
用
の
ニ
ー

ズ
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
新
た
な
施
設
開
設
に
向

け
、
こ
れ
ま
で
、
児
童
福
祉

関
係
団
体
な
ど
に
広
く
働
き

か
け
、
受
け
入
れ
人
数
や
送

迎
手
段
、
専
門
職
員
の
確
保

な
ど
、
本
事
業
の
実
施
に
関

す
る
意
見
交
換
を
実
施
し
て

き
た
。

　

今
後
は
、
30
年
9
月
か
ら

の
新
施
設
開
設
を
目
途
に
、

30
年
度
早
々
に

公
募
が
で
き
る

よ
う
準
備
を
進

め
て
い
く
。

問

答

▲JR駅西側大通り

▲介護職員数の変化

介
護
職
員
数（
万
人
）
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2015年 2025年
0

183万人

必要な人数 249万人

供給が
見込まれる人数
229万人

20万人
不足


